
令和７年度 英語教育推進事業（岐阜地区） 岐阜市立陽南中学校

掲載資料 ① 研究構想図 ② 評価規準 ③ 単元構造図 ④ 見通し表 ⑤展開案

主張点❶
習得した言語材料や学びの成果を可視化した見通し表の作成

主張点❷学び方を選べる場を設定し，表現をより
豊かにするための指導の工夫

教科書題材を基に、自分の生き方に迫る指導を大切にしています！

コミュニケーションを通して，人との繋がりを楽しめる生徒の育成

〇 単元で学ぶ内容を生徒と共有したり、学びの足跡を残したりすることで、学ぶよさを生徒が実感することができた。
〇 生徒が主体的に学び方を選択し、必要な表現を進んで獲得しようとする姿が増えた。
● 教師の発問に対して、生徒がじっくりと考える時間がもっと必要だった。発問の数や生徒が思考する時間を大切にしたい。

教師のねらいを共有するとと
もに、生徒自身が学びの成果
を可視化できるようにしてい
ます。



令和７年度 岐阜市立陽南中学校  英語科研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語科研究主題 

 

研究仮説 

単元を通して身に付けたい表現と既習内容の繋がりを大切にした指導を繰り返していくことで，知識の

定着を図り，相手意識や目的意識を大切にした言語活動の中で，内容を深めながら，表現の幅を広げてい

けば，伝え合う楽しさや喜びを感じる姿につながり，主題に迫ることができる。 

目指す生徒の姿 

・英語の音声，語彙，文法の知識を積み重ね，伝えたい内容によって自分で選択して活用することができる。 

・自分の意見や考えを英語で形成・整理・再構築し，目的や場面，状況などに応じて，知識や経験，情報を活

用することができる。 

・目的や場面，状況などに応じて相手のことを考えて主体的にコミュニケーションを図ろうとすることがで

きる。 

研究内容１ 指導計画の工夫 

（１）単元で身に付けたい内容と活用したい主な
既習の言語材料を整理した単元構造図の作
成 

（２）習得した言語材料や学びの成果を可視化し
た見通し表の作成 

 

研究内容２ 指導方法の工夫 

（１） 学び方を選べる場を設定し，表現をより豊
かにするための指導の工夫 

 

（２）相手意識，目的意識をもとに，自分の考え
を再構築し，内容を深める発問の工夫 

 

生徒の実態 

・段階的な学習を行うことで，一単位時間や単元内での知識及び技能の習得は概ねできている。一方で，学

年を通した知識及び技能の定着には課題が見られる。 

・目的・場面・状況に応じて自分の考えを整理し，発信できる力は徐々に育ってきているが，相手意識をも

った内容や表現，伝え方にはまだ弱さを感じる。 

・英語を将来活用したいという意欲をもつ生徒は多い。一方で，英語自体を難しいと感じ，英語を話したり

書いたりするアウトプットに苦手意識をもっている生徒が一定数いる。 

コミュニケーションを通して，人との繋がりを楽しめる生徒の育成 

 











７．本時展開案 

（１）ねらい 

   教育を受けられない子どもたちの現状を知り，Globa l Cit ize n とは何かを考えながら，自分にできることを仲間

や ALT に伝えることを通して，単元の見通しをもつことができる。 

（２）指導展開案（１／１１）  

生徒の学習活動 評価規準，指導・援助，研究との関わり  

１． ALT ’s  Ta lk① 

ALT’s  Que s tion① Wha t is  Glob a l Cit ize n?  

・Glob a l Cit ize n についてタブレットで調べたり，仲間と交流したりする。 

２． ALT の発言から本時の課題をつかむ 

ALT : Wha t d oe s  it  me a n  to b e  a  g lob a l c it ize n?  

Toda y, I  w a nt you to th ink a bout “Glob a l 

Cit ize n ”. And  I  w a nt you  to b e  a  g lob a l c it ize n！ 

3 ． 課題を確認する 

Toda y’s  Aim  

Glob a l Cit ize n になるとはどういうことなのだろう。 

4 ． ALT’s  Ta lk② 

ALT’s  Que s tion② Wha t d oe s  it  m e a n  to  b e  a  g lob a l c it ize n?  

・Glob a l Cit ize n になるとはどういうことなのかについて，自分の考えを 

ペアと交流する。 

・S ha ring  Time  

 「言いたいけど，言えない表現」を共有する。 

S TD 

S TD 

: 

: 

I  th ink w e  volunte e r f or ch ild re n  in p ove rty. 

I  th ink w e  a lw a ys  th ink a bout p ove rty p rob lem   

5 ． ALT が動画を流す 

・日本ユニセフ協会「私たちが学校に通えないのはなぜ？」（YouTube）  

を視聴する。 

ALT’s  Que s tion③ Wha t d o  you  th ink to  w a tch  th is  movie ?  

・動画を見て思ったことをペアと交流する。 

ALT : 

: 

I  th ink w e  ne e d  to know  a bout th is  p rob lem . 

I  w a nt to he lp  s uch ch ild re n . 

Wha t ca n w e  do to he lp  s uch ch ild re n?  

6 ． ALT’s  Ta lk③ 

ALT : Wha t ca n w e  do to he lp  s uch ch ild re n?  

・貧困で学校に通えない子どもたちのために私たちができることはない 

かという問いに対する自分の考えをペアで交流する。 

・S ha ring  Time  

 「言いたいけど，言えない表現」を共有する。 

7 ． Write  

ALT : The y a re  g ood  id e a s .  You a re  ta king  a  s te p  to b e  

a  g loba l c it ize n . 

Th is  is  a n a ction  s he e t!  Le t ’s  w rite  your ide a  to 

b e  a  g lob a l c it ize n . 

At the  e nd  o f  th is  Un it , you ma ke  your a ct ion she e t 

a nd  you ma ke  a  g lob a l c it ize n  pos te r! 

・「行動宣言シート」に，貧困で学校に通えない子どもたちに私たちがで 

きることを，書きまとめる。 

・書いた行動宣言とその理由を交流する。 

8 ． ALT’s  Ta lk④ 

ALT : At the  e nd  o f  th is  Un it , you ma ke  your a ct ion she e t 

a nd  you ma ke  a  g lob a l c it ize n  pos te r! 
 

・１では， 本単元名の一部である Globa l 

Cit ize n とは何かということについて， 

問いをもたせる。 

【研究内容２−（１）】  

・Glob a l Cit ize n について自分で調べ 

たり，仲間と交流したりするなど，ALT 

の問いに対する答えを考える。 

・４では，Globa l Cit ize n について自分の 

考えをペアに伝えたり，全体で共有した 

りすることによって，様々な考えに触れる 

ようにする。 

・５では，貧困により学校に通えない子ど 

もたちの現状が分かる動画を視聴する 

ことで，Globa l Cit ize n とは何か視覚 

的に理解できるよう にする。また，動画を

視聴して思ったことを共有することで，

貧困問題について感じたり，考えたりす

ること自体が，Globa l Cit ize n になる

ための第１歩であることに気付かせる。 

・６では，５で感じたことを大切に，自分に 

できることは何かと考えさせる。 

【研究内容２−（２）】  

・Glob a l Cit ize n としてできることを

貧困問題を例として自分事として考え，

Globa l Cit ize n になる第１歩を踏み出

すために発問を工夫する。 

・Globa l Cit ize n として貧困問題に対し

て自分ができることをペアに伝えたり ，

全 体で 共有した り する こ と によ って，

様々な考えに触れるようにする。 

・７では，ALT から Globa l Cit ize n として

できることを「 行動宣言シート」 に書き

込み，単元を通して自分が考えを溜め

ていくという単元の見通しをもたせる。 

・８では，単元のゴールで地球市民の一

員として，「 Globa l Cit izen  Pos te r」

を作ろう という 要求をし，単元のゴール

を明確にする。 

評価規準     主体的に学習に取り組む態度 

教育を受けられない子ども たちの

現状を知り，Globa l Cit ize n とは何か

を考えながら，自分にできること を仲

間や ALT に伝えることを通して，単元

の見通しをもつことができる。  

話すこと【発表】ウ 


